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V115a 115 GHz 帯 円偏波分離器と導波管型 SSB ユニットの評価
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我々は、4mサブミリ波望遠鏡NANTEN2で、全天の約 70%という超広域の CO分子雲サーベイである NASCO
(NANTEN2 Super CO Survey as Legacy) 計画用の受信機の開発を行っている。この受信機は 230GHz帯両偏波
2SB受信機 1ビームと、 115 GHz帯両偏波 SSB(Single-Side Band)受信機 4 ビームでの 2 周波同時受信を行う
ものである。(大浜 2016秋季年会ほか) 115GHz 帯の SSBフィルターには、1) 円偏波分離器 2)LOカプラ 3) ハ
イブリットカプラ 4) ハイパスフィルタ 5) インピーダンス接合器が一体となった集積導波管型回路 (CP-FRx) を
採用する。(長谷川 2016秋季年会)
この設計をもとに製作したCP-FRxの Sパラメータを、VNA(VectorNetworkAnalyzer)を用いて測定した。観

測する周波数帯域は 109-117 GHzであるが、107-120 GHzの範囲では挿入損失 (S21)が 3dB以下、90-101 GHzで
の反射損失 (S22)は 20 dB以上であり、設計通りの性能を持つことがわかった。さらに冷却時ての性能を評価する
ため、超伝導素子を搭載しY-factor法を用いて受信機雑音温度 (TRX )を測定した。LO信号の周波数 (fLO)および
LO信号の強度、素子のバイアス電圧を計算機制御で変化させ、 90-120 GHzの間で 1 GHz間隔で両偏波のTRX

を測定したところ、fLO =101-113 GHzで TRX ∼ 100 Kであった。SSBユニットを付けないDSB(Double-Side
Band)の状態で TRX ∼ 50 Kであり、予測通りの結果であった。また、fLO ごとの TRX から 107GHz以下の信
号を通さないフィルター性能を持つことを確認し、冷却した状態でも設計通りの性能を持つことを明らかにした。
本公演では受信機の構成や評価方法、評価結果の詳細について報告する。


